
石市市街地（左）と同市鵜住居町（右）。リアス海岸の湾の奥に住宅地が広がっていた

大船渡市は津波のパワーが集まる湾奥の中心市街地で多くの人が犠牲になった

　

石
市

　
市
の
東
側
に
太
平
洋
が
広
が
り
、
リ
ア
ス
海
岸

の
四
つ
（
唐
丹
＝
と
う
に
、

石
、
両
石
、
大
槌
）
の
湾
の
奥

に
住
宅
が
集
中
す
る
。
東
日
本
大
震
災
で
は
１
０
４
０
人
（
死

者
８
８
８
人
、
行
方
不
明
者
１
５
２
人
）
が
犠
牲
に
な
り
、
市

内

地
区
が
被
災
。
市
役
所
が
あ
る
市
中
心
部
の
東
部
、
市
北

部
の
鵜
住
居
の
両
地
区
が
市
内
で
最
も
甚
大
な
被
害
を
受
け
、

多
く
の
漁
村
集
落
は
震
災
直
後
に
孤
立
し
た
。
最
大
水
深

㍍

で
世
界
最
深
の
防
波
堤
と
し
て
ギ
ネ
ス
認
定
さ
れ
て
い
た

石

港
の
湾
口
防
波
堤
は
、
震
災
で
南
堤
の
半
分
、
北
堤
の
９
割
が

破
壊
さ
れ
た
が
、
津
波
到
達
を
遅
ら
せ
る
な
ど
減
災
に
一
定
の

効
果
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　

大
船
渡
市

　
大
き
く
入
り
組
ん
だ
海
岸
線
が
特
徴
。
山
が

海
近
く
ま
で
迫
り
、
平
地
は
少
な
い
。
本
州
一
の
サ
ン
マ
水
揚

げ
な
ど
水
産
関
連
業
が
盛
ん
。
２
０
０
１
年
に
旧
三
陸
町
と
合

併
し
た
。
震
災
で
は
中
心
市
街
地
の
大
船
渡
町
の
ほ
か
、盛
町
、

赤
崎
町
、
末
崎
町
、旧
三
陸
町
３
地
区
に
津
波
が
押
し
寄
せ
た
。

死
者
３
４
０
人
、
行
方
不
明

人
。

年
の
チ
リ
地
震
津
波
で

は
国
内
最
大
被
災
地
と
な
り
、
大
船
渡
湾
に
は
湾
口
防
波
堤
が

設
置
さ
れ
た
が
、
今
回
の
津
波
で
倒
壊
し
た
。
震
災
前
に
は
市

民
の
津
波
到
達
の
基
準
と
な
っ
て
い
た
Ｊ
Ｒ
大
船
渡
線
は
鉄
路

で
復
旧
せ
ず
、
専
用
道
を
走
る
バ
ス
の
交
通
シ
ス
テ
ム
が
運
行

さ
れ
て
い
る
。

　
大
船
渡
市
大
船
渡
町
の
市

街
地
は
、
Ｊ
Ｒ
大
船
渡
線
の

山
側
と
海
側
で
明
暗
が
分
か

れ
た
。
山
側
で
は
１
９
６
０

年
の
チ
リ
地
震
津
波
の
記
憶

か
ら
「
津
波
は
こ
こ
ま
で
来

な
い
」
と
動
か
な
い
人
が
続

出
。
経
験
が
避
難
の
足
か
せ

と
な
っ
た
。

　
線
路
よ
り
山
側
の
自
宅
に

い
た
平
山
鉄
雄
さ
ん
（

）
は

自
宅
の
庭
に
立
っ
て
い
た
。

避
難
を
促
し
た
近
所
の
人
も

い
た
が
「
大
丈
夫
だ
か
ら
」

と
話
し
て
い
た
と
い
う
。
さ

ら
に
山
側
に
い
た
及
川
功
さ

ん
（

）も
自
宅
ま
で
津
波
が

達
す
る
と
は
思
っ
て
い
な
か

っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　
線
路
よ
り
海
側
に
住
ん
で

い
た
八
木
猛
さ
ん
（

）は
チ

リ
地
震
と

年
の
昭
和
三
陸

の
２
度
の
津
波
を
経
験
。
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
３
階

建
て
の
住
居
を
造
り
「
３
階

に
上
れ
ば
津
波
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
る
」と
語
っ
て
お
り
、

逃
げ
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

　
「
こ
こ
ま
で
は
来
な
い
」

「
こ
こ
な
ら
大
丈
夫
」
と
い

う
認
識
に
は
、
チ
リ
地
震
津

波
の
記
憶
が
大
き
い
。
国
内

最
多
の

人
が
犠
牲
と
な
っ

た
同
市
は
、
避
難
訓
練
を
重

ね
、
津
波
へ
の
意
識
は
高
か

っ
た
地
域
と
い
え
る
。

　
だ
が
、
市
民
も
行
政
も
判

断
基
準
が
チ
リ
地
震
津
波
だ

っ
た
た
め
、
そ
れ
以
上
の
想

定
が
難
し
か
っ
た
。
高
齢
の

犠
牲
者
が
圧
倒
的
に
多
い
こ

と
も

年
以
上
前
の
記
憶
が

避
難
行
動
を
妨
げ
た
こ
と
を

物
語
る
。
自
然
の
脅
威
を
経

験
だ
け
で
測
る
の
は
危
険

だ
。

　

石
市
中
心
部
の
東
部
地

区
は
、
再
現
し
た
イ
メ
ー
ジ

か
ら
地
震
発
生
時
と
津
波
襲

来
時
に
同
じ
場
所
に
と
ど
ま

り
、
犠
牲
に
な
っ
た
人
が
多

か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
自

宅
か
ら
避
難
で
き
な
か
っ
た

高
齢
者
や
障
害
者
が
少
な
く

な
く
、
「
要
支
援
者
」
の
避

難
対
策
の
重
要
性
を
浮
き
彫

り
に
し
て
い
る
。

　
同
市
浜
町
に
１
人
で
暮
ら

し
て
い
た
長
谷
川
は
な
さ
ん

（

）
は
震
災
当
時
、
骨
折
し

て
い
た
た
め
、
自
分
で
避
難

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
自
宅

で
被
災
し
た
。
同
じ
よ
う
に

高
齢
独
居
で
、
避
難
が
間
に

合
わ
ず
に
犠
牲
に
な
っ
た
人

も
お
り
、
避
難
の
難
し
さ
が

う
か
が
え
る
。

　
東
部
地
区
で
は
、
犠
牲
者

の

・
３
％
が
自
宅
や
そ
の

付
近
で
津
波
に
遭
い
、
亡
く

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
同
地

区
で
犠
牲
に
な
っ
た
「
要
支

援
者
」
の

・
３
％
は
自
宅

で
被
災
し
て
い
た
。

　
同
市
大
町
の
昆
キ
ミ
さ
ん

（

）
は
地
震
発
生
後
、
震
災

の
数
年
前
か
ら
車
椅
子
生
活

だ
っ
た
夫
勇
郎
さ
ん
（

）
と

避
難
し
よ
う
と
し
た
が
、
２

人
で
は
逃
げ
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。
体
が
不
自
由
な

た
め
、
揺
れ
が
収
ま
っ
て
か

ら
避
難
し
よ
う
と
準
備
し
て

い
た
が
、
津
波
に
の
ま
れ
た

高
齢
夫
婦
も
い
た
。

　
内
陸
側
か
ら
海
側
に
向
か

っ
た
動
き
も
あ
る
。
草
山
も

ゝ
ゑ
さ
ん
（

）
は
買
い
物
中

に
地
震
が
発
生
。
海
に
近
い

同
市
新
浜
町
の
自
宅
に
い
る

夫
勝
郎
さ
ん
（

）
を
心
配

し
、
知
人
の
車
で
戻
り
、
被

災
し
た
。
も
ゝ
ゑ
さ
ん
の
帰

り
を
待
っ
て
い
た
と
み
ら
れ

る
勝
郎
さ
ん
も
犠
牲
に
な
っ

た
。
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多
く
の
地
域
住
民
が
避
難
し
犠
牲
と
な
っ
た

石
市
の

鵜
住
居
地
区
防
災
セ
ン
タ
ー
＝
２
０
１
１
年
３
月

日

鵜
住
居
地
区
防
災
セ
ン
タ
ー
に
避
難
し

た
両
親
を
亡
く
し
、
高
台
の
本
当
の
避

難
場
所
に
逃
げ
る
訓
練
の
大
切
さ
を
思

う
佐
々
木
稔
さ
ん
＝
矢
巾
町
広
宮
沢

　
大
き
な
揺
れ
の
後
、
四

方
か
ら
１
カ
所
に
向
か
っ

て
人
が
集
ま
っ
て
く
る
。

う

の

す

ま

い

そ
の

石
市
鵜
住
居
町
の

鵜
住
居
地
区
防
災
セ
ン
タ

ー
に
は
地
域
住
民
が
相
次

い
で
避
難
し
た
が
、
津
波

が
押
し
寄
せ
て
２
０
０
人

と
も
い
わ
れ
る
犠
牲
者
が

出
た
。

　
藤
原
チ
ヨ
さ
ん
（

）
は

自
宅
か
ら
近
所
の
人
た
ち

と
声
を
掛
け
合
っ
て
避

難
。
山
側
か
ら
わ
ざ
わ
ざ

危
険
な
海
側
の
セ
ン
タ
ー

に
向
か
う
動
き
も
見
え
て

く
る
。

　
遺
族
ア
ン
ケ
ー
ト
で
セ

ン
タ
ー
に
避
難
し
た
こ
と

が
分
か
っ
て
い
る
犠
牲
者

人
の
う
ち
、
地
震
後
す

ぐ
に
避
難
し
た
と
答
え
た

割
合
は

・
９
％
で
、
同

市
全
域
（

・
６
％
）
の

３
・
５
倍
。
避
難
意
識
は

あ
っ
た
も
の
の
、
な
ぜ
命

を
守
れ
な
か
っ
た
の
か
。

　
２
０
１
０
年
２
月
に
開

所
し
た
セ
ン
タ
ー
。
「
防

災
」
の
冠
称
が
つ
き
、
地

元
住
民
の
避
難
訓
練
の
場

所
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

た
。
栗
沢
昌
彦
さ
ん
（

）

の
遺
族
は
「
新
し
く
で
き

た
所
な
の
で
、
安
心
し
て

避
難
し
た
の
で
は
な
い

か
」
と
推
察
す
る
。

　
た
だ
、
同
セ
ン
タ
ー
は

津
波
注
意
報
や
警
報
が
発

表
さ
れ
た
と
き
に
向
か
う

「
１
次
（
津
波
）
避
難
場

所
」
で
は
な
く
、
地
域
の

本
来
の
避
難
場
所
は
高
台

の
寺
院
だ
っ
た
。
セ
ン
タ

ー
を
訓
練
に
利
用
し
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、
津
波
避

難
の
場
所
と
し
て
混
同
し

て
い
た
住
民
も
多
か
っ
た

と
み
ら
れ
る
。

　
海
か
ら
距
離
の
あ
る
国

道
沿
い
な
ど
で
は
、
家
族

の
帰
り
を
待
つ
な
ど
し
て

自
宅
に
と
ど
ま
る
人
が
目

立
つ
。
鵜
住
居
小
事
務
職

員
の
木
村
タ
カ
子
さ
ん

（

）は
子
ど
も
を
心
配
し

て
迎
え
に
来
た
保
護
者
に

対
応
す
る
た
め
学
校
に
残

り
被
災
し
た
。

　
鵜
住
居
地
区
で
は
地
域

の
協
力
も
あ
っ
て
、
よ
り

高
い
場
所
を
目
指
し
た
児

童
生
徒
の
避
難
行
動
が
脚

光
を
浴
び
た
。
日
ご
ろ
か

ら
一
人
一
人
が
逃
げ
る
場

所
を
確
認
し
、
一
度
避
難

し
た
と
し
て
も
、
危
険
を

感
じ
た
ら
よ
り
高
台
に
向

か
う
「
２
次
避
難
」
も
考

え
る
必
要
が
あ
る
。

（
亡
く
な
っ
た
人
の
年
齢

は
当
時
）

　
岩
手
日
報
社
と
首
都
大
学
東
京
の
渡
辺
英
徳
准
教
授

の
研
究
室
が
再
現
し
た
震
災
犠
牲
者
の
行
動
か
ら
は
一

人
一
人
が
想
定
に
と
ら
わ
れ
ず
、
高
台
に
避
難
す
る
意

識
を
持
つ
こ
と
の
必
要
性
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。

石

う

の

す

ま

い

市
鵜
住
居
地
区
で
は
、
訓
練
で
利
用
さ
れ
て
い
た
低
地

の
施
設
に
避
難
し
た
住
民

が
多
く
犠
牲
と
な
っ
た
こ

と
が
分
か
り
、
大
船
渡
市

中
心
部
で
は
過
去
の
災
害

の
記
憶
が
避
難
を
妨
げ
た

傾
向
が
見
ら
れ
た
。

　【調査方法】震災犠牲者の生きた証しを残す企

画「忘れない」の取材に協力いただいた遺族に本

社記者が面談と郵送で実施。昨年 月６日から今

年１月 日までに遺族１５４９人から回答を得て、犠

牲者２１３５人を分析した。地震発生時と津波襲来時

にいた場所が判明した１３２６人は避難行動を再現。

遺族の了解を得た６８７人（男性２９６人、女性３９１人）は

実名で掲載した。地図は国土地理院の航空写真を

利用している。県内の死者・行方不明者は５７９６人。

「忘れない」では３４２８人を掲載している。

　
震
災
時
に
多
く
の
住
民

が
避
難
し
、
犠
牲
に
な
っ

た

石
市
の
鵜
住
居
地
区

防
災
セ
ン
タ
ー
。
矢
巾
町

広
宮
沢
の
特
別
支
援
学
校

教
諭
佐
々
木
稔
さ
ん
（

）

は
父
亮
次
さ
ん
＝
当
時

（

）、
母
敏
子
さ
ん
＝
同

（

）＝
を
失
っ
た
。

　
セ
ン
タ
ー
は
１
次
避
難

場
所
で
は
な
く
、
中
長
期

の
避
難
生
活
の
た
め
の
拠

点
避
難
所
。
地
元
町
内
会

で
は
高
齢
者
の
負
担
も
踏

ま
え
、
本
来
避
難
す
べ
き

高
台
の
寺
院
で
は
な
く
、

低
地
の
セ
ン
タ
ー
で
訓
練

す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
耳
の
不
自
由
な
佐
々
木

さ
ん
の
両
親
は
２
日
前
の

地
震
で
も
近
所
の
住
民
に

支
え
ら
れ
て
自
宅
か
ら
２

０
０
㍍
ほ
ど
の
セ
ン
タ
ー

に
避
難
し
て
お
り
、
「
先

祖
が
眠
る
寺
院
が
避
難
場

所
と
い
う
認
識
は
あ
っ
た

と
思
う
が
、
普
段
の
訓
練

通
り
に
避
難
し
た
の
だ
ろ

う
」
と
推
測
。
新
し
い
地

域
の
防
災
拠
点
へ
の
安
心

感
が
あ
っ
た
と
も
み
る
。

　
あ
れ
か
ら
何
度
も
現
地

に
行
っ
た
。
「
大
変
な
ら

数
回
の
訓
練
の
う
ち
１
回

で
も
い
い
。
地
域
、
家
族

で
本
当
の
避
難
行
動
を
確

認
し
て
ほ
し
い
」。
両
親
の

死
、
地
域
の
多
く
の
犠
牲

を
経
て
高
台
に
逃
げ
る
訓

練
の
大
切
さ
を
感
じ
、
静

か
に
仏
壇
を
見
つ
め
る
。

　 石市鵜住居町の東日本大震

災の犠牲者の行動を再現したサ

イトのデモ動画は、パソコンや

スマートフォンで見られます。

スマホのサイトは２次元バーコ

ード（ＱＲコード）からアクセ

スが可能です。パソコンは岩手

日報社ホームページの震災特集ページ（ｈｔｔｐ：／／ｗ

ｗｗ．ｉｗａｔｅ－ｎｐ．ｃｏ．ｊｐ／３１１ｓｈｉｎｓａｉ／ｓｈｉｎｓａｉ＿ｔｏｐ．ｈｔ

ｍｌ）からアクセスできます。９日には角度や場所を

自分で操作できる特設サイトを全面公開します。
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アノテーション=正常終了！

特集０２


